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【論説】
炭鉱離職者対策初期における労働者の広域職業移動 

― 「炭鉱離職者就職通報」個票データによる分析― 	 	嶋﨑 尚子	（    1）
植民地朝鮮における炭鉱労働の実態―戦時期を中心として― 	 	林  采成	（  15）
占領下の三井鉱山―経営者の選任をめぐって― 	 	加藤 健太	（  39）
戦時期日本へ労務動員された 

朝鮮人鉱夫（石炭、金属）の賃金と民族間の格差 	 	李  宇衍	（  63）
北松（佐世保）地域の石炭生産と流通―一九二〇～五〇年代― 	 	北澤  満	（  89）
占領期沖縄における尖閣諸島沖の海底油田問題 	 	宮地 英敏	（107）
一九三〇年代国有鉄道網における石灰石輸送 

―運賃特定割戻の適用事例にみるその諸相― 	 	都留 慎司	（129）
【研究ノート】
九州大学記録資料館所蔵『戦時資源資料』の 

興亜院と仏印資源調査団関係資料について 
―一地質学者の業績から考察― 	 	湯山 英子	（147）

中国電気自動車ブームからみる過度な政策支援の欠点 	 	李   霄	（163）
【資料紹介】
『三井鉱山五十年史稿　巻十八』より　 

第十三編　職員　第五章　社宅施設 	 	池上 重康	（181）
ドイツから見た官営八幡製鐵所への技術移転 	 	菅  和彦	（197）

【報告】
現存するショートウォールカッターとローダーから 

戦後初期の米国式採炭技術導入を考える 
―夕張市石炭博物館が保管する旧太平洋炭砿使用機械に係る調査記録（第二報） ― 	 	清水　　拓	（211） 
		 石川　孝織 
		 青木　隆夫

韓玉梅教授を中国人民大学に訪問して 	 	柳町　茂一	（231）
【書評】
書評特集にあたって 	 	宮地　英敏	（237）
山口明日香著『森林資源の環境経済史』 （慶應義塾大学出版会、二〇一五年） 
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